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緒 言

1937年Tiselius1)は 蛋白粒子がたがいにことな る

荷電状態にあ るため電場内の易動度の相違から蛋白質

の分劃を自然のままに観察できるとゆう電気泳動法を

発表 してから血清蛋白はあたらしい見地により観察さ

れ るようになつた.同 電気泳動法によれば血清蛋 白は

易動度のことにす るアルブミンとグロブリンに分劃さ

れ,グ ロブ リンはさらにα-, β-お よびγ-グ ロブ

リン等よ り成立す ることがあきらかとなつた.

而して尿蛋白についての同法による研究については

木村2)の 血漿蛋白と尿蛋白との関係,さ らに蛋白尿の

出現機転,上 田8,の蛋白尿の成因,吉 田4)の ネフロー

ゼ尿蛋白像,鈴 木5}の 腎疾患の分類 と血漿,尿 蛋白

像,吉 浦6)の 諸種蛋白尿疾患における尿蛋白分劃像等

に関する研究があ り,さ らにはJahnke & Schaltan.

7).石 川8).三 好9),荒 木10),丸 木11)ら により同法

により種 々観察されているが,こ れらは主としてネフ

ローゼ尿蛋白についての報告が多く,そ の他の尿蛋白

疾患についての報告はすくない.

著者は第1編 における妊婦尿蛋白ならびに腎疾患蛋

白尿の血清免疫学的研究についで本編においてTise

1iusの 電気泳動装置 を使用して同各免疫血 清を電気

泳動的に観察して2, 3の 知見を得たので報告する.

実験 材料な らび に実験方法

a) 実験動物は2.5～3.0kgの 成熟白色ウサギを使

用し,豆 腐粕をもつて同一小舎に飼育し, 1週 間一定

の条件のもとに飼育した後に実験した.

b) 電気泳動用試料としては第1編 においておこな

つた妊娠中毒症(妊 娠浮腫,妊 娠ネフローゼ,子 癇前

症,子 欄),腎 炎,ネ フローゼの各蛋白尿をも つ て免

疫したウサギの抗血清ならびにヒ ト血清を吸収抗原と

した各吸収ウサギ抗血清を使用した.な お免疫方法,

沈降反応ならびに吸収試験術式はすベて第1編 の方法

に準じた.

c) 電気泳動用の試料血清の稀釈には電気泳動研究

会の規定にしたがつて調製した1/10M燐 酸緩衝液(pH

 7.8,イ オン強度0.288)を 使用し,透 析には1/20M燐

酸緩衝液400ccを 使用した。 試料は約3倍 に稀釈し

24～48時 間後の 白濃度がほぼ20g/dlに な るように

準備した.

d) 電気泳動は日立製HTD-I型Tiselius電 気

泳動装置を使用し,セ ルは三節型長脚セルを使用し,

電圧は100V,電 流は7mAで50分 間にわたつておこ

ない, Diagonal Slitの 傾斜角度はほぼ60度 に固定
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した。

e) 面積 測定は電気泳動研究 会規定 にもとづ き下降

脚 を使 用し, Patternを8倍 に拡 大してPlanimeter

を も つて測定 した。

f) 蛋 白 濃度の測定 には 日 立 屈 折蛋 自計 を使 用し

た.

実 験 成 績

A. 各 租 疾患 蛋白尿によ る抗血清

免疫抗原 として妊娠 中毒症(妊 娠 浮腫,妊 娠ネフ ロ

ー ヒ
,子 癇 前症,子 癇),腎 炎,ネ フ ローゼの各蛋 白

尿の1回 注射量2.0ccを10回 注 射した第1編 の ウサギ

抗 血清につい て,免 疫前血 清,免 疫10日 日, 20日 目,

 30日 目,免 疫終了後10日 同の全採血 時の沈降素産生抗

血 清について電気泳 動的に各血 清蛋 白成 分 の 量 的変

動,な らびに沈降 素の消長 を観察した成 績はつ ぎのご

とくてあ る。

1. 妊 娠 浮腫 尿によ る抗血 清

妊娠浮腫の蛋 白尿によ る抗血 清については表1の ご

とくであ る.す なわち, No. 25で は 注射 前の沈降素価

な らびに沈降素量 はみ とめ られ ず,注 射10日 目, 20日

目, 30日 目,全 採血時 には沈降 素価 は2.000, 10.000,

 40.000, 40.000,沈 降 素量 は5, 10, 20, 20を 示 し

た.血 清蛋 白各分劃 は注射前,注 射10日 目, 20日 目,

 30日 目,全 採血 時 に は アルブ ミンは67.4%(4.25g/

dl), 65.2%(4.17g/dl), 60.1%(4.03g/dl), 59.4%

(4.34g/dl), 59.0%(4.43g/dl), α-ク ロ ブ リ ン は

10.2%(0.64g/dl), 9.8%(0.63g/dl), 10.5%(0.70g/

dl), 8.3%(0.61g/d1), 8.0%(0.60g/d1), β-グ ロ ブ

リ ン は12.1%(0.76g/d1), 12.4%(0.79g/dl), 13.1%

(0.88g/dl), 14.0%(1.02g/dl), 14.6%(1.10g/dl),

 γ-グ ロ ブ リ ン は10.3%(0.65g/d1), 12.6%(0.81

g/d1), 16.3%(1.09g/d1),18.3%(1.33g/dl), 18.4%

(1.37g/d1), T. P.は6.3, 6.4, 6.7, 7.3, 7.59/d1

ア ル ブ ミ ン お よ び ク ロ ブ リ ン 比 は2.07, 1.87, 1.51,

 1.46, 1.44で あ つ た.

表1　 妊 娠 浮 腫 尿

ま たNo. 142で は 注 射 前 て は 沈 降 素 価 な ら び に 沈 降 素

量 は み と め られ ず,注 射10日 目, 20日 目, 30日 日,全

採 血 時 に は 沈 降 素 価 は4.000, 40.000, 40.000,

 40.000,沈 降 素 量 は5, 10, 20, 20で あ つ た 。 血 清 蛋

白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全

採 血 時 に は ア ル ブ ミン は68.4%(4.10g/d1), 67.5%

(4.05g/dl), 62.7%(3.88g/dl), 59.8%(3.89g/dl),

 54.3%(3.80g/dl), α-グ ロ ブ リ ン は9.4%(0.56

g/dl), 9.0%(0.548/dl),10.1%(0.63g/dl), 9.5%

(0.62g/dl), 12.0%(0.84g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は

11.0%(0.66g/dl), 12.2%(0.72g/dl), 13.2%(0.82

g/dl), 14.8%(0.968/dl), 15.4%(1.08g/dl), γ-

ク ロ ブ リ ン は11.2%(0.68g/d1), 11.3%(0.68g/d1),

 14.0%(0.87g/dl), 15.9%(1.03g/dl), 18.3%(1.18

g /d1), T. P.は6.0, 6.2, 6.5, 7.09/dl,ア ル ブ ミ ン
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お よ び ク ロ ブ リ ン 比 は2.16, 2.08, 1.68, 1.49, 1.19

で あ つ た.

2. 妊 娠 ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る抗 血 清

妊 娠 ネ フ ロ ー ゼ の 蛋 白 尿 に よ る 抗 血 清 に つ い て は 表

2の ご と く で あ る.す な わ ち, No. 154で は 注 射 前 は 沈

降 素 価,沈 降 素 量 は み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日

目, 30日 目,全 採 血 時 に は 沈 降 素 価 は2.000, 40.000,

 40.000, 40.000,沈 降 素 量 は5, 10, 20, 20で あ り,

血 清 蛋 白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 日, 30日

目,全 採 血 時 に は ア ル ブ ミ ン は68.0%(3.94g/d1),

 69.2%(4.36g/dl), 62.6%(4.01g/dl), 63.7%(4.20

g/dl), 59.3%(4.15g/d1), γ-ク ロ ブ リ ン は10.3%

(0.60g/dl), 7.5%(0.47g/dl), 11.5%(0.73g/dl),

 8.9%(0.59g/d1), 8.8%(0.62g/dl), β-グ ロ ブ リ ン は

11.2%(0.65g/d1), 11.6%(0.73g/d1), 12.0%(0.77

g/dl), 12.3%(0.81g/dl), 15.4%(1.08g/dl), γ-

グ ロ ブ リ ン は10.5%(0.61g/d1), 11.7%(0.74g/d1),

 13.9%(0.89g/dl), 15.1%(1.00g/dl), 16.5%(1.15

g/d1), T. P.は5.8, 6.3, 6.4, 6.6, 7.09/d1,ア ル

ブ ミ ン お よ び ク ロ ブ リ ン 比 は2.13, 2.25, 1.67,

 1.75, 1.46で あ つ た.

ま たNo. 53で は 注 射 前 は 沈 降 素 価 お よ び 沈 降 素 量 み

と め られ ず,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血 時

に は 沈 降 素 価 は2.000, 40.000, 40.000, 40.000,沈

降 素 量 は5, 10, 20, 20で あ つ た.血 清 蛋 白 各 分 劃 は

注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血 時 に は

ア ル ブ ミ ン は68.9%(4.55g/d1), 68.1%(4.49g/d1),

 64.9%(4.35g/dl), 59.8%(4.30g/dl), 58.2%(4.25

g /d1), γ-グ ロ ブ リ ン は9.5%(0.63g/d1), 8.0%

(0.53g/dl), 10.3%(0.69g/dl), 10.4%(0.75g/dl),

 9.7%(0.71g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は10.1%(0.66

g/dl), 12.1%(0.808/dl), 12.3%(0.82g/dl), 13.6%

(0.98g/dl), 14.0%(1.02g/d1), γ-グ ロ ブ リ ン は

11.5%(0.76g/dl), 11.8%(0.78g/dl), 12.5%(0.84

g/dl), 16.2%(1.17g/dl), 18.1%(1.32g/dl), T.

 P.は6.6, 6.6, 6.7, 7.2, 7.3g/d1,ア ル ブ ミ ン お よ

び グ ロ ブ リ ン 比 は2.22, 2.13, 1.85, 1.49, 1.39を 示

し た.

表2　 妊 娠 ネ フ ロ ー ゼ 尿

3. 子 癇 前症 尿によ る抗血 清

子癇前症 の蛋 白尿に よ る抗血清につい ては表3の ご

とくであ る.す なわち, No. 73で は注射前 は沈降素価

および沈降素量 はみ とめ られ ず,注 射10日 目, 20日 目,

 30日 目,全 採血時 には 沈降 素価は4.000, 20.000,

 40.000, 40.000,沈 降 素量 は10, 20, 160, 160で

あ つ た.血 清 蛋 白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日

目, 30日 目,全 採 血 時 に は ア ル ブ ミ ン は64.7%(4.01

g/dl), 63.0%(4.04g/dl), 60.7%(3.88g/dl), 56.5%

(3.73g/d1), 50.9%(3.66g/d1), γ-グ ロ ブ リ ン は

8.0%(0.50g/dl), 8.5%(0.54g/dl), 6.3%(0.40g/dl),

 7.3%(0.48g/d1), 9.8%(0.71g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は
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12.8%(0.79g/d1), 13.3%(0.85g/dl), 13.5%(0.87

g /d1), 14.1%(0.939/d1), 14.8%(1.07g/d1), γ-グ ロ

ブ リ ン は14.5%(0.90g/dl), 15.2%(0.97g/dl), 19.5

%(1.25g/dl), 22.1%(1.46g/dl), 24.5%(1.76g/dl),

 T. P.は6.2, 6.4, 6.4, 6.6, 7.29/dl,ア ル ブ ミ ン お よ び

ク ロ ブ リ ン 比 は1.83, 1.70, 1.54, 1.30, 1.03で あ つ た 。

ま たNo. 147て は 注 射 前 は 沈 降 素 価 お よ び 沈 降 素 量 は

み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血

時 に は 沈 降 素 価4.000, 20.000, 40.000, 40.000,沈

降 素 量 は10, 20, 160, 160で あ つ た 。 血 清 蛋 白 各 分 劃

は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血 時 に

は ア ル ブ ミ ン は66.9%(4.01g/d1), 62.7%(3.95g/d1),

 62.3%(4.05g/dl), 56.2%(3.71g/dl), 52.0%(3.90

g/d1), α-ク ロ ブ リ ン は7.4%(0.44g/d1), 7.7%

(0.49g/dl), 6.9%(0.45g/dl), 7.8%(0.52g/dl),

 83%(0.62g/d1), β-ク ロ ブ リ ン は13.4%(0.81

g/d1), 13.9%(0.87g/dl), 14.6%(0.95g/d1), 15.3%

(1.01g/d1), 15.9%(1.19g/dl), γ-ク ロ ブ リ ン は12.3

%(0.74g/dl), 15.7%(0.99g/dl), 16.2%(1.05g/dl),

 20.7%(1.36g/d1), 23.8%(1.79g/d1), T. P.は6.0,

 6.3, 6.5, 6.6, 7.59/dl,ア ル ブ ミ ン お よ び グ ロ ブ リ

ン 比 は2.02, 1.68, 1.65, 1.28, 1.08で あ つ た.

表3　 子 癩 前 症 尿

4. 子 癇 尿 に よ る抗 血 清

子 癇 の 蛋 白 尿 に よ る 抗 血 清 に つ い て は 表4の ご と く

て あ る。 す な わ ち, No. 93は 注 射 前 で は 沈 降 素 価 お よ

び 沈 降 素 量 は み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日 目, 30

日 目,全 採 血 時 に は 沈 降 素 価4.000, 40.000, 40.000,

 40.000,沈 降 素 量 は10, 20, 160, 160で あ つ た.血

清 蛋 白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 日, 30日

日,全 採 血 時 に は ア ル ブ ミ ン は66.4%(4.21g/dl),

 63.6%(4.33g/dl), 62.9%(4.40g/dl), 55.2%(3.98g/

dl), 52.1%(4.17g/dl), α-グ ロ ブ リ ン は7.2%(0.47

g/dl), 7.8%(0.53g/dl), 6.9%(0.48g/dl), 7.4%(0.53

g/d1), 8.4%(0.67g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は13.2%

(0.86g/dl), 13.8%(0.93g/dl), 14.5%(1.02g/dl),

 15.2%(1.09g/dl), 15.5%(1.24g/d1), γ-ク ロ ブ リ ン

は13.2%(0.86g/d1), 14.8%(1.01g/d1), 15.7%(1.10

g /d1), 22.2%(1.60g/d1), 24.0%(1.92g/dl), T. P.は

6.5, 6.8, 7.0, 7.2, 8.0g/d1,ア ル ブ ミ ン お よ び ク ロ

ブ リ ン 比 は1.97, 1.75, 1.69, 1.23, 1.09で あ つ た.

ま たNo. 94で は 注 射 前 は 沈 降 素 価 お よ び 沈 降 素 量

は み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日 目, 30日 日,全 採

血 時 に は 沈 降 素 価4.000, 40.000, 40.000, 40.000,

沈 降 素 量10, 20, 160, 160で あ つ た.血 清 蛋 白 各 分

劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血 時

で は ア ル ブ ミ ン は65.3%(4.11g/d1), 62.7%(4.39g/

dl), 60.2%(4.26g/dl), 55.6%(4.17g/dl), 50.6%

(3.90g/d1), α-グ ロ ブ リ ン は7.6%(0.48g/d1), 7.9

%(0.55g/d1), 7.7%(0.55g/d1), 8.0%(0.60g/dl),

 8.6%(0.66g/d1), β-ク ロ ブ リ ン は13.1%(0.83g/d1),
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13.5%(0.95g/dl), 14.0%(1.00g/dl), 14.8%(1.11

g /d1), 15.0%(1.15g/dl), γ-グ ロ ブ リ ン は14.0%

(0.88g/dl), 15.9%(1.11g/dl), 18.1%(1.29g/dl),

 21.6%(1.62g/d1), 25.8%(1.99g/dl), T. P.は6.3,

 7.0, 7.1, 7.5, 7.79/d1,ア ル ブ ミ ン お よ び グ ロ ブ リ

ン 比 は1.88, 1.68, 1.51, 1.25, 1.02で あ つ た.

表4　 子 細 尿

5. 腎 炎 尿 に よ る 抗 血 清

腎 炎 の 蛋 白 尿 に よ る 抗 血 清 に つ い て は 表5の ご と く

で あ る.す な わ ち, No. 161は 注 射 前 で は 沈 降 素 価 お

よ び 沈 降 素 量 は み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日 目,

 30日 目,全 採 血 時 に は 沈 降 素 価2.000, 40.000, 40.000,

 40,000,沈 降 素 量5, 10, 20, 20て あ つ た.血 清

蛋 白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,

全 採 血 時 に は ア ル ブ ミ ン は63.4%(4.44g/d1), 64.2

%(4.49g/dl), 59.5%(4.28g/dl), 54.6%(3.99g/dl),

 55.5%(4.16g/dl), a-グ ロ ブ リ ン は9.0%(0.63g/d1),

 8.8%(0.62g/d1), 9.3%(0.67g/d1), 10.4%(0.76g/

d1), 9.5%(0.71g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は11.8%(0.83

g/dl), 10.6%(0.74g/dl), 14.7%(1.06g/dl), 16.2%

(1.18g/d1), 16.5%(1.24g/d1), γ-グ ロ ブ リ ン は15.8

%(1.10g/dl), 16.4%(1.15g/dl), 16.5%(1.19g/dl),

 18.8%(1.37g/dl), 18.5%(1.39g/dl), T. P.は7.0,

 7.0, 7.2, 7.3, 7.5g/dl,ア ル ミ ン お よ び グ ロ ブ リ ン

比 は1.73, 1.79, 1.47, 1.20, 1.25で あ つ た.

ま たNo. 164で は 注 射 前 は 沈 降 素 価 お よ び 沈 降 素 量

は み と め ら れ ず,注 射10日 目, 20日 日, 30日 目,全 採

血 時 に は 沈 降 素 価2.000, 40.000, 40.000, 40.000,

沈 降 素 量5, 10, 20, 20で あ つ た.血 清 蛋 白 各 分 劃

は 注 射 前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採 血 時 で

は ア ル ブ ミ ン は61.9%(3.84g/d1), 61.2%(3.92g/dl),

 57.4%(3.90g/dl), 54.1%(3.68g/dl), 55.8%(4.02g/

d1), α-グ ロ ブ リ ン は10.7%(0.66g/d1), 8.3%(0.53

g/dl), 10.8%(0.73g/dl), 11.4%(0.78g/dl), 9.3%

(0.67g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は14.6%(0.91g/d1), 14.8

%(0.95g/dl), 15.3%(1.04g/dl), 16.1%(1.09g/dl),

 16.4%(1.18g/d1). γ-グ ロ ブ リ ン は12.8%(0.79g/

dl), 15.7%(1.00g/dl), 16.5%(1.13g/dl), 18.4%

(1.25g/d1), 18.5%(1.33g/dl), T. P.は6.2, 6.4,

 6.8, 6.8, 7.29/d1,ア ル ブ ミ ン お よ び ク ロ ブ リ ン 比 は

1.62, 1.58, 1.35, 1.18, 1.26で あ っ た.

6. ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る抗 血 清

ネ フ ロ ー ゼ の 尿 白 尿 に よ る 抗 血 清 に つ い て は 表6の

ご と く で あ る 。 す な わ ち, No. 131で は 注 射 前 は 沈 降

素 価 お よ び 沈 降 素 量 は み と め られ ず,注 射10日 日, 20

日 目, 30日 目,全 採 血 時 に は 沈 降 素 価4.000, 40.000,

 40.000, 40.000,沈 降 素 量10, 20, 160, 160で あ

つ た.血 清 蛋 白 各 分 劃 は 注 射 前,注 射10日 目, 20日

目, 30日 目,全 採 血 時 に は ア ル ブ ミ ン は63.2%(4.30

g/dl), 59.7%(4.30g/dl), 54.8%(3.94g/dl), 47.9%

(3.92g/d1), 43.5%(3.62g/dl), α-グ ロ ブ リ ン は7.8

%(0.53g/dl), 6.8%(0.49g/d1), 8.7%(0.63g/dl),

 8.0%(0.66g/d1), 8.2%(0.68g/dl), β-ク ロ ブ リ ン は

13.3%(0.90g/dl), 14.5%(1.04g/dl), 16.2%(1.17g/

d1), 16.8%(1.38g/d1), 18.1%(1.50g/dl), γ-グ ロ ブ
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リ ン は15.7%(1.07g/dl), 19.0%(1.37g/d1), 20.3%

(1.46g/dl), 27.3%(2.24g/dl), 30.2%(2.50g/dl),

 T. P.は6.8, 7.2, 7.2, 8.2, 8.3g/d1,ア ル ブ ミ ン お

よ び グ ロ ブ リ ン 比 は1.72, 1.48, 1.21,0.92, 0.77

て あ つ た.

表5 腎 炎 尿

表6 ネ フ ロ ー ゼ 尿

またNo. 135で は注 射前 は沈 降素価および沈降素量

はみ とめ られず,注 射10日 目, 20日 目, 30日 日,全 採

血時 には沈降素価4.000, 40.000, 40.000, 40.000,

沈 降 素量10, 20, 160, 160て あつ た.血 清蛋 白各分

劃は注射前,注 射10日 目, 20日 目, 30日 目,全 採血時
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に は ア ル ブ ミ ン は63.6%(3.94g/d1), 58.0%(3.78g/

dl), 56.2%(3.66g/dl), 53.9%(3.88g/dl), 49.5%

(3.66g/d1), α-グ ロ ブ リ ン は9.7%(0.60g/d1), 9.5

%(0.61g/dl), 9.6%(0.628/dl), 7.6%(0.55g/dl.,

 8.1%(0.60g/d1), β-グ ロ ブ リ ン は14.5%(0.90g/d1),

 15.3%(0.99g/dl), 15.6%(1.01g/gl), 16.3%(1.179/

d1), 17.0%(1.26g/d1), γ-グ ロ ブ リ ン は12.2%(0.76

g/dl), 17.2%(1.128/dl),18.6%(1.21g/dl), 22.2%

(1.60g/d1), 25.4%(1.88g/dl), T. P.は6.2, 6.5,

 6.5, 7.2, 7.4g/d1,ア ル ブ ミ ン お よ ひ ク ロ ブ リ ン 比

は1.75, 1.38, 1.28, 1.17, 0.98て あ つ た.

さらに上記各疾患蛋白尿による抗血清の沈降素価,

沈降素量ならびに血清蛋 白各分劃の模様を図示すると

つぎのごとくてある.

a)　妊娠浮腫尿については図1お よび2の ごとく,

沈降素価(以 下Ptと 略す),沈 降素量(以 下Pgと 略

す)と もに著明な増加のカーブを示していることは第

1編 にのベたごとくてあるが,ア ルブミンは減少のカ

ーブを示し, α-グロブリンは一定せず, β-ク ロブリ

ンは免疫前に比して免疫 とともに増加が みられ, γ-

クロブ リンは著明な増加のカーブを示した,

図1　 妊娠浮腫尿(No. 25) 図2　 妊娠浮腫尿(No. 142)

b) 妊 娠 ネフ ローゼ尿については図3お よび4の ご

とく, Pt, Pgと もに前者の場合 と同様 薯明な 増 加に

よ るカ ーブを示 してい るが,ア ルブ ミンはともに減 少

のカ ーブ を示 し, α-グ ロブ リンは ともに増減 区 々て

一定せず
, β一および γ-グ ロブ リンはともに増 加の カ

ーブ を示 した.

c) 子 癇 前症尿 については図5お よび6の ごとく,

 Pt, Pgと も に前者の場合 と同 じく 著明な増加の カー

ブを示 し,ア ル ブ ミンは ともに減 少し. α-グ ロブ リ

ンは一定せず, β-グ ロブ リンは免疲 前 に比 してわず

かなが ら増加がみ られ,γ-グ ロブ リンは 著明な増加

の カーブ を示 した.

d) 子 癇 尿につ いては図7お よび8の ごと く,前 者

の場 合と同様Pt, Pgと もに著明な増加の カーブを示

し,ア ル ブミンは減少 し, α-ク ロブ リンは一定 せず,

 β-グ ロブ リンはわ ずか なが ら増加 し, γ-グ ロブ リン

は著明に増加 してい る.

e) 腎 炎 尿については図9お よび10の ご とく, Pt, P9

とも に前者 と同様てあ るが,ア ル ブ ミン は 減 少 し,

 α-ク ロブ リンは一定せ ず, β-, γ-グ ロブ リンとも

に増加のカ ーブ を示 してい る.

f) ネ フ ローゼ尿については 図11お よび12の ご と

く, Pt, Pgと も に前者 と同様 であ るが,ア ルブミン

ともに減 少 し, α-ク ロブ リンは一定 せず, β-グ ロブ

リンはわ ずか なが ら増 加のカ ーブ を 示 し, γ-ク ロブ

リンは著 明な増加 のカ ーブ を示 してい る.
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図3　 妊娠 ネフ ローゼ尿(No. 154) 図4　 妊娠 ネフ ローゼ尿(No. 53)

図5　 子癇前症尿(No. 73) 図6　 子癇 前症 尿(No. 147)
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図7　 子 癇 尿(No. 93) 図8　 子 癇 尿(No. 94)

図9　 ネフ ローゼ尿(No. 131) 図10　 ネ フ ロー 尿(No. 135)
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図11　 腎 炎 尿(No. 161) 図12　 腎 炎 尿(No.　 164)

表7　 妊娠浮 腫尿,妊 娠ネ フローゼ尿,子 癇 前症 尿,

B.各種疾患蛋白尿による抗血清のヒ ト血清によ

る吸収抗血清

つぎに前項各疾患蛋白尿の10回 注射抗血清をヒ ト血

清をもつて吸収 した後の抗血清について観察した成績

はつ ぎの ごとくてあ る.

1. 妊 娠 浮腫尿 によ る抗 血清の ヒ ト血清に よ る吸収

抗 血清

表7. No. 25, No. 142の ご と く,血 清蛋 白分 劃 は
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ア ル ブ ミ ン は62.6%(4.51g/d1), 57.9%(3.93g/dl),

 α-グ ロ ブ リ ン は7.5%(0.54g/dl), 12.2%(0.83g/dl),

 β-グ ロ ブ リ ン は14.0%(1.01g/d1), 13.2%(0.90g/

dl), γ-グ ロ ブ リ ン は15.9%(1.14g/d1), 16.7%(1.14

g/dl),を 示 し, T. P.は7.2, 6.89/dl,ア ル ブ ミ ン お

よ び グ ロ ブ リ ン 比 は1.67, 1.37で あ つ た.

2. 妊 娠 ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る 抗 血 清 の ヒ ト血 清 に よ

る 吸 収 抗 血 清

表7 .No. 154, No. 53の ご と く,血 清 蛋 白 分 劃 は

ア ル ブ ミ ン は62.0%(4.15g/dl), 60.1%(4.21g/d1),

 α-ク ロ ブ リ ン は8.4%(0.569/dl), 9.6%(0.67g/d1),

 β-ク ロ ブ リ ン は15.0%(1.01g/dl), 13.3%(0.93g/

dl), γ-グ ロ ブ リ ン は14.6%(0.98g/d1), 17.0%(1.19

g/d1), T. P.は6.7, 7.0g/dl,ア ル ブ ミ ン お よ び グ ロ

ブ リ ン比 は1.63, 1.51て あ つ た.

3. 子 癇 前 症 尿 に よ る 抗 血 清 の ヒ ト血 清 に よ る吸 収

抗 血 清

表7, No. 73, No. 147の ご と く,血 清 蛋 白 分 劃 は

ア ル ブ ミ ン は64.8%(4.28g/d1), 63.9%(4.47g/d1),

 α-グ ロ ブ リ ン は9.0%(0.599/dl), 7.2%(0.56g/d1),

 β-グ ロ ブ リ ン は12.3%(0.81g/dl), 13.5%(0.95g/

dl), γ-グ ロ ブ リ ン は13.9%(0.92g/dl), 15.4%(1.08

g/d1), T. P.は6.6, 7.0g/dl,ア ル ブ ミ ン お よ び ク ロ

ブ リ ン 比 は1.84, 1.77て あ つ た.

4. 子 癇 尿 に よ る抗 血 清 の ヒ ト血 清 に よ る 吸 収 抗 血

清

表8, No. 93, No. 94の ご と く,血 清 蛋 白 分 劃 は ア

ル ブ ミ ン は65.8%(4.67 g/d1), 66.4%(4.51g/d1).

 α-グ ロ ブ リ ン は7.5%(0.53g/d1), 7.9%(0.54g/d1),

 β-グ ロ ブ リ ン は12.7%(0.90g/d1), 12.5%(0.85g/

dl),γ-グ ロ ブ リ ン は14.0%(1.00g/dl), 13.2%(0.90

g/d1), T. P.は7.1, 6.89/dl,ア ル ブ ミ ン お よ び グ ロ

ブ リ ン 比 は1.92, 1.98て あ つ た ・

表8　 子癇尿,腎 炎尿,ネ フ ローゼ尿,

5. 腎 炎 尿 に よ る 抗 血 清 の ヒ ト血 清 に よ る 吸 収 抗 血

清

表8, No. 161, No. 164の ご と く,血 清 蛋 白 分 劃 は

ア ル ブ ミ ン は58.9%(3.71g/dl), 59.1%(4.02g/d1).

 α-ク ロ ブ リ ン は9.7%(0.61g/dl), 9.0%(0.618gd1),

 β-ク ロ ブ リ ン は16.1%(1.02g/d1), 15.8%(1.08g/

d1), γ-グ ロ ブ リ ン は15.3%(0.96g/dl), 16.1%(1.09

g/d1), T. P.は6.3, 6.89/d1,ア ル ブ ミ ン お よ び グ ロ

ブ リ ン 比 は1.43, 1.45で あ つ た.

6. ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る 抗 血 清 の ヒ ト血 清 に よ る 吸

収 抗 血 清

表8, No. 131, No. 135の ご と く,血 清 蛋 白 分 劃 は

ア ル ブ ミ ン は63.4%(4.81g/d1), 63.4%(4.31g/dl),

 α-グ ロ ブ リ ン は7.2%(0.55g/d1), 7.2%(0.489/dl),

β-グ ロ ブ リ ン は9.0%(0.69g/dl), 12.6%(0.86g/dl),

 γ-グ ロ ブ リ ン は20.4%(1.55g/dl), 16.8%(1.15g/

d1), T. P.は7.6, 6.89/d1,ア ル ブ ミ ン お よ び ク ロ ブ

リ ン 比 は い つ れ も1.73で あ つ た.
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表9　 妊娠浮腫尿,妊 娠 ネフローゼ尿,子 癇前症尿,子癇 尿,腎 炎尿,ネ フ ローゼ尿.

また 上記各疾患尿による抗血満のβ-およびγ-グ ロ

ブリンの増減率については表9の ごとくてあり,ヒ ト

血清 による吸収抗血清についてのβ-およひγ-ク ロブ

リンつ増減率は表10の ごとくてある.

以 上おこなつた実験の免疫前および免疫終了後全採

血時の電気泳動像については写真1の ことくである.

総括 な らび に考 按

以上妊婦尿蛋白な らびに腎疾患患者尿を抗原 とした

抗血清ならびにヒト血清をもつて吸収 した各吸収抗血

清について, Tiselius電 気泳動装置 を使用して電気泳

動的に各血清蛋白成分の量的変動を検査しえた成績を

総括考按す るとつぎのごとくてあ る.

1. 総蛋白量は免疫 をかさねるごとに増量し全採血

時には各疾患のすベてにわたつて最高値を示した.ま

たヒ ト血清による各吸収抗面且浩の総蛋白量については

第1編 においてのベた種族特異性のたかい子癇前症,

子癇,ネ フローゼの各蛋白尿による抗血清のヒ ト血清

による吸収の減量が種族特 異性のよわい妊娠浮腫,妊

娠ネフローゼ,腎 炎の各蛋白尿による抗血清のヒト血

117による吸収の減量よりわつかてはあるが多いようで

あつた.

2. 血清蛋白成分についてはアルブ ミンは各免疫血

清において免疫 をか さねるごとに減量した.ま たヒ ト

血清による吸収抗血清についてはアルブミンは増量 し

た.こ れはつぎにのベ るβ-およびγ-ク ロブ リンの増

加により逆に吸収前抗血清においては減量 し,吸 収後

抗血清においては増量す るものとおもわれる.

α-グ ロブリンについては増減区々て 一定した 著明

な変動はみられなかつたが,し か し子癇前症,子 癇の
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蛋白尿による抗血清の場合においてのみ注射前に比較

して全採血時にわづかながら増加がみられ,ヒ ト血清

による吸収抗血清ではわづかながら減 少がみ られた

が,免 疫過程においては増減の状態ははつきりしなか

つた.

表10　 妊娠浮腫尿,妊 娠 ネフロー ヒ尿,子 癇前症 尿,子 梱 尿,腎 炎尿,ネ フ ローゼ尿.

β-ク ロブ リンについては妊娠浮腫尿に よる 抗 血 清

では注射前に比較 して 全採血 時に はそ れぞれ2.5%

(0.34g/dl), 4.4%(0.42g/dl),妊 娠 ネ フローゼ尿によ

る抗血清ではそれぞれ4.2%(0.439/d1), 3.9%(0.36

9/d1), 子 癇 前症 尿 によ る抗血 清ではそれ ぞ れ2.0%

(0.289/d1), 2.5%(0.389/dl),子 癇 尿によ る抗血清で

はそれぞれ2.3%(0.389/d1/, 1.9%(0.329/d1),腎 炎

尿によ る抗血 清てはそれぞれ4.7%(0.419/d1), 1.8%

(0.279/d1),ネ フ ロー ヒ尿によ る抗血清てはそれぞれ

4.8%(0.609/d1), 2.5%10.369/d1)の 各増 量を示 し,も

ちろん免疫 の過程 において もそのつ どわ づか なが ら増

量 した.ヒ ト血 清 による各吸収 抗血 清については妊娠

浮腫 尿の吸収抗血 清てはそれぞれ0.6%(0.099/dl),

 2.2%(0.189/d1),妊 娠 ネフローゼ尿 の吸収抗 血清では

それぞれ0.4%(0.079/d1), 0.7%(0.099/dl),子 癇 前

症尿 の吸収抗血 清ではそれぞれ2.5%(0.269/d1), 2.4

%(0.24g/dl),子 癇 尿の吸収 抗血清では それぞれ2.8%

(0.34g/d1), 2.5%(0.309/dl),腎 炎 尿の吸収 抗血 清で

はそれぞれ0.4%(0.229/d1), 0.6%(0.109/d1),ネ フ

ローゼ尿の吸収抗血 清ては それぞ れ9.1%(0.819/dl),

 4.4%(0.409/d1)の 各 減量 を示した.

γ-7ロ プ リンについては注射前に 比 較 して全採血

時には妊娠浮腫尿によ る抗 血清 ては それ ぞ れ8.1%

(0.729/dl), 7.1%(0,609/dl),妊 娠 ネフ ローゼ尿によ

る抗血清ではそれぞれ6.0%(0.549/dl), 6.6%(0.56

9/dl),子 癇 前症 尿によ る抗血 清ては10.0%(0.86g/

d1), 11.5%(1.059/dl),子 癇 尿 によ る抗血清 では10.8

%(1.069/dl), 11.8%(1.119/dl),腎 炎尿 によ る抗 血

清 ては2.7%(0.29g/dl), 5.7%(0.549/d1),ネ フ ロー

ゼ尿によ る抗血清では14.5%(1.43g/d1), 13.2%(1.12

9/dl)の 増 量 を示 し,も ちろん 免疫の過程に おい ても

そのつ ど増量 した.ヒ ト血 清によ る吸収抗血 清につい

ては妊娠浮腫尿の 吸収抗 血清では2.5%(0.23g/d1),

 1.6%(0.149/d1),妊 娠 ネフローゼ 尿の 吸収抗 血 清で

は1.9%(0.179/dl), 1.1%(0.139/d1),子 癇 前症 尿の

吸収抗血清では10.6%(0.849/d1), 8.4%(0.719/d1),

子 癇 尿の 吸収抗血清 では10.0%(0.929/d1), 12.6%

(1.09g/d1),腎 炎 尿の吸収 抗血清では3.2%(0.439/

d1), 2.4%(0.249/dl),ネ フ ローゼ尿 の 吸収抗血清 で

は9.8%(0.959/dl), 8.6%(0.73g/d1)の 減 量 を示し

た.

以 上の ごとく,各 免疫血清に おいて β-お よび γ-グ

ロブ リンともに増加 し,と くに γ-ク ロブ リンの 増 加

は著 明てあつ たか,血 清 中の γ-ク ロブ リンが 抗体 と

関係 のあることはTiselius12), Tiselius & Kabat

12,ら の 実験 をは じめ幾多の業 蹟 によつて 周 知 の 事

実 である.山 根18)は ウ マ,ウ シおよびヤギ血清 を免
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疫抗原とした抗ウサギ血清においてβ-およびγ-グ ロ

ブ リンの増量 を指摘し, γ-グロブ リンの増量と血中

抗体価はほとんど平行すると称しており,さ らに石川

14)ら は過敏症成立の過程における血清蛋白分劃の変

動を電気泳動法および塩析法をもつて実験した結果,

ウサギの抗卵白アルブミン血清は γ-グロブ リンの増

量 を示し,感 作原の誘発注射に よつて γ-クロブリン

の減少な らびに血中過敏性抗体も低下し,そ の程度と

グロブリンの減少とはほとんど平行す るとのべてい る

が,著 者の成績においてもβ-およびγ-グ ロブリンの

有意的変動をみとめた.す なわち,ヒ ト血清による吸

収抗血清において第1編 でのベた種族特異性のたかい

子癇前症,子 癇,ネ フローゼの蛋白尿の吸収抗血清の

β-グ ロブリンは種族特異性のよわい 妊娠浮腫,妊 娠

ネフローゼ,腎 炎の蛋白尿の吸収抗血清の β-グロブ リ

ンリンよ り減量はわつかなが ら多いごとくであつた.

また γ-グロブリンの あきらかに免疫 とともに増加す

る量は種族特異性のたかい上記3疾 患の蛋白尿による

抗血清が種族特異性のよわい上記3疾 患の蛋白尿によ

る抗血清より多く,ま たヒ ト血清による吸収抗血清で

もあきらかに β-ク ロブ リンと同じく種族特異性 のた

かい上記3疾 患の吸収抗血清は種族特異性のよわい上

記3疾 患の吸収抗血清よ り γ-グロブリンの 減量は多

いごとくであつた.な お γ-ク ロブリンの増加で種族

特異性のたかい3疾 患の抗血清の全採血時における最

低値23.8%よ り種族特異性のよわい3疾 患の抗血清の

全採血時における最高値18.5%が よりひくいごとくで

あつた.而 して増減率についても同様な変化がみとめ

られた.さ らに著者の成績において興味あることは,

子癇前症,子 癇の蛋白尿による抗血清のみ免疫前より

全採血時においてわずかなが らα-グ ロブ リンの 増 加

がみ られ,ヒ ト血清による吸収抗血 清 においてわず

かなが ら α-グ ロブ リンの 減 少 がみ られた こと は,

 Pappenheimer & Lundgren15)ら が ヂフテリヤ 中

毒素の抗体である仮性グロブリンの 研究からα-グ ロ

ブ リンも抗体に関係があ ると称し, Wuhrmann16)は

電気泳動的分析の立場か ら抗体と α-グ ロブリン とは

密接な関係にあるとのベていることよりして第1編 に

のベた特異抗体が α-グ ロブ リンになんらかの 関連性

があるのではなかろうかと推考され るものである.

結 論

1. 妊娠中毒症(妊 娠浮腫,妊 娠ネフローゼ,子 癇

前症,子 癇)な らびに腎炎,ネ フローゼの各蛋白尿を

もつて免疫した抗血清の総蛋白量は免疫前に比較して

増加した.

2. ヒ ト血清による吸収抗血清の総蛋白量は第1編

にのべた種族特異性のたかい子刑前症,子 癇,ネ フロ

ーゼの各蛋白尿の吸収抗血清の減量に比較して種族特

異性のよわい妊娠浮腫,妊 娠ネフローゼ,腎 炎の各蛋

白尿の吸収抗血清の減量がわずかながらすくないごと

くであつた.

3. 免疫 をかさね るごとにβ-およびγ-クロブリン

ともに増加を示し,と くに γ-グ ロブリンの増加の割

合は著明であり,種 族特異性のたかい上記3疾 患の蛋

白尿による抗血清ではγ-グロブリンの最高値30.2%,

最低値23.8%を 示し,種 族特異性のよわい上記3疾 患

の蛋白尿による抗血清の最高値18.5%は 前老の最低値

よ りひくいごとくであつた.ま たヒト血清による吸収

抗血清では種族特異性のたかい3疾 患は種族特異性の

よわい3疾 患よ り β-クロブリンの減量は わずかなが

ら, γ-グ ロブリンの減量は あきらかに 多いことくで

あつた.

4. 各抗血清の抗体価とβ-およひγ-グロブリンの

増加はほぼ平行 した.

5. 抗体産生部分は大部分 γ-クロブリンと考えら

れ るが, β-グロブリンもわずかながら関与するごと

く思考され,ま た第1編 における特異 抗体 は予癇前

症,子 癇の蛋白尿による抗血清の α-グロブリンにの

みわずかなが ら増加がみとめられ,ヒ ト血清による吸

収抗血清にわずかなが ら α-グロブリンの 減少がみら

れたことか らなんらかの関連性があるのではないかと

推考される.

擱筆にのぞみ,終 始指導ならびに校閲を賜つた恩師

三上教授に深謝いたします.

(本論文の要旨は昭和33年第42次 日本法医学会総会に

おいて発表した。)
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Immuno-serological and Electrophoretic Studies on the

Protein of Pregnant Urin

Part 2 Electrophoretic Study of the Rabbit Serum Immunized

by the Protein of Pregnant Urin

By

Takuzi ITASAKA

Department of Legal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Y. MIKAMI)

1. The total protein density of antiserum, which was immunized with the protein urin of preg

 nant toxikosis (pregnant edema, pregnant nephrosis, preeclampsia, eclampsia), inflammation 

of kidney and nephrosis, has increased as compared with before immunization.

2. The total protein density of antiserum absorbed by human serum lessened a little in 

quantity of antiserum of the urin of pregnant edema and pregnant nephrosis, and the 

inflammation of kidney which are weak race-speciality (explanation is in Part 1) as compared 

with that of the urin of preeclampsia, eclampsia, and nephrosis which are strong race-speciality.

3. ƒÀ-and ƒÁ-Globulin where increased by repeated immunization, specially, the rate of ƒÁ-Globulin

 showed a remarkable increase. In case of antiserum of the protein urin of three diseases in 

strong race-speciality ƒÁ-Globulin showed 30.2% at the maximum amount, 23.8% at the 

minimum amount: in case of antiserum of the protein urin of three diseases in weak 

race-speciality -ƒÁ-Globulin showed 18.5% at the maximum amount, which was, however, 

lower than the minimum amount of the former. In case of antiserum absorbed by human 

serum, a loss in quantity of ƒÀ-Globulin in strong race-speciality showed a little increase 

 than that of weak race-speciality, and ƒÁ-Globulin showed much increase.

4. The antibody in the antiserum nearly goes side by side with the increase of ƒÀ-and 

 ƒÁ-Globulin.

5. The author thought that the large part of production of antibody were in ƒÁ-Globulin, and 

 small part in p-Globulin. ƒ¿-Globulin increased in antiserum immunized with the protein of 

only preeclampsia and eclampsia and lessened in antiserum absorbed by human serum. 

This, the author thinks, will have the connection with the specific protein which was explained 

 in Part 1.
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写真1 妊 娠 浮 腫 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時

子 廟 前 症 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時

腎 炎 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時
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写真2 妊 尿 ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時

子 摘 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時

ネ フ ロ ー ゼ 尿 に よ る 抗 血 清

免 疫 前 免疫終了後全採血時


